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パヤタスの悲劇

（KADAMAYとTASK　FORCE　DAMAYAN）

　ケソン市パヤタスのルパンパンガコは、生き生きとした町。そこには、町並み、舗装道路、市場、教会、学校、デイケアセンター、多目的ホール、バランガイホール、警察詰所、バスケットボールコート、電気、水道、そして日々の生活に必要ないろいろな施設や建物が並んでいる。

　７月10日の悲劇の前には、ルパンパンガコには15,000人の住民が住んでいた。住民の大部分は、いわゆる都市貧民で、運転手、小商人、建設労働者、工場労働者、公務員、そして臨時雇いの労働者などが多い。政府の宣伝や報道などで一般に流布されていることとは違って、住民の大部分は、その生計をゴミ捨て場に頼っているスカベンジャーではない。

　ルパンパンガコは、「約束の地」という意味で、クバオ、タタロン、ピンヤハンなど、ケソン市の各地で政府によって強制撤去された都市貧民の再定住地であった。住民の多数は、1988年、1989年に、市によって再定住地として指定されて来た人々で、少なくとも３回の強制撤去を経験している。

　人口が増えているので、人々は自分たちの権利や福祉を前進させるために、自分たちの組織化の必要を認識しはじめている。通り毎に、貧しい住民によって住民のリーダーが決められ、住民自身の基本的な要求をかなえるために活動している。
　もちろんルパンパンガコは、周囲の豪華な分譲地とは全く違った、典型的な都市貧民社会である。現在、他の市や町によくあるスラムと違いはない。わが国に広く見られる貧困の証しである。
＜パヤタスの歴史＞

　2,818haの広さがあるパヤタス・エステートの大部分は大地主が所有する大きな分譲地になっているが、ルパンパンガコ（Urbanと呼ばれることが多い）はその中に位置している。ラメサ・ダム、マリキナ－モンタルバン川、そしてリサール州のサンマテオとロドリゲス（旧名モンタルバン）の近くに位置している。

　パヤタス・エステートは、まず1907年に、Original　Certificate　of　Title　No.333によってログエラ家の所有とされた。そして1920年に日本企業「なんじょう会社」に所有権が移った。その後、林野庁によって、非分類公有林とされてきた。

　しかしケソン市ができた時、パヤタス・エステートに含まれている土地の53％が、ケソン市の一部となった。そこには６つのバランガイがあり、その一つがルパンパンガコのあるパヤタスというバランガイである。他は、コモンウェルス、バタサン・ヒルズ、ホーリー・スピリッツ、フェアビュー、シラガンのバランガイである。

　現在はケソン市の一部となったパヤタス・エステートのうち、907haはノバリチェス貯水池（またはラ・メサ・ダム）の土地となっている。444haはナショナル・ガバメント・センター（NGC）の一部となり、残りの1,467haは、キャピタル・ビュー、エンパイアー・ビュー、キャピタル・ホームズのような大きな分譲地や、都市貧民社会となった。

　1995年にはパヤタス・エステートの全人口は311,502人であり、現在では45万から60万と推定されている。
＜ゴミ捨て場の歴史＞

　パヤタスの一部がゴミ捨て場になったのは、1973年のことと言われているが、1990年まではゴミ捨て場はそれほど大きくはならなかった。ルパンパンガコの住民たちは、1988年や1989年までは、まだ向こうに国会議事堂が見えたと言う。

　当時はルパンパンガコから２～３km離れて、ゴミ捨て場が見下ろせた。村はゴミ捨て場よりも３～５Ｆ建てぐらいの建物ほど高かった。

　1993年にラモス大統領はトンドのスモーキー・マウンテン（このゴミの山はわが国の貧困の象徴であった）に対して、警官と都市貧困住民の流血の強制撤去の後、その閉鎖を命じた。メトロマニラの毎日6000トンのゴミの大部分は、リサール州のサンマテオの埋めたて処分場とパヤタスに運ばれ棄てられた。

　次第にゴミの山は大きくなり、ルパンパンガコは、他の貧困地区以上に、巨大なゴミの山となっていった。

　このパヤタスのゴミ捨て場は、「約束の地」に住んだ、何千人もの貧しい人々の生活を、ますます悲惨でひどいものにした。開け放しのゴミ捨て場は、あらゆる種類の病気の原因となった。ゴミの山からでるメタンガスや他の有毒な化学物資は、様々な呼吸器系の病気の原因となる。市場での仕事も、ゴミの回収に関係するような仕事だけになった。そして貧しい住民たちは、この地域に住んでいるという汚名（ルパンパンガコに住んでいる者、あるいはパヤタスに住んでいる者さえも、不潔で、悪臭がし、病気もちであるという汚名）に耐えなければならなかった。

　1993年頃すでに、このゴミ捨て場を閉鎖しようという意見があった。環境資源省の委託で、近くのラメサ・ダムへの汚染調査にあたったスェーデンの技術者たちによれば、このゴミ捨て場はすでに限界に近づいており、環境や健康への影響がすでにあると指摘されていた。ラメサ・ダムは、メトロマニラ全域の飲料水の主な水源である。

　またこの技術者たちは、ゴミ捨て場の勾配がきつく、ゴミの投棄の方法もあまりにずさんなので、崩壊の恐れがあるとも警告していた。

　新しく大統領に選ばれたエストラーダは、主にラモス前大統領の圧力で、1998年にパヤタスのゴミ捨て場の閉鎖を命じた。そしてパヤタス開発プロジェクト・チームを組織し、マニラ首都圏開発庁のビナイ長官をその責任者に指名し、ゴミ捨て場の閉鎖、移転、そして開発計画を担当させた。
　しかし大統領は、彼の閉鎖命令を実行させるために何らの政治的主導権も発揮しなかったから、何の効果もなかった。大統領は、貧しい者の味方だというイメージを作るためにパヤタスとその住民を利用した。また、ゴミ捨て場は、政府や少数の有力者にとって、巨大なビジネスの場でもあった。
＜ゴミの中の金＞
　地主、ゴミ運送会社、政府役人たちは、多くの人々の生活をおびやかしているゴミの山から巨額の利益を得ている。センター・フォー・リサーチ・アンド・コミュニケーション（現在、アジア太平洋大学とも呼ばれている）によれば、ゴミの収集と投棄は年間21億ペソにもなる産業である。

　日刊紙インクワイラーの調査によれば、ゴミ捨て場の経営者は、単にケソン市の認可を得たことによって、日に５万ペソ、月にして150万ペソも稼いでいる。ゴミの収集会社はパヤタスの11haの所有地にゴミを棄てている。彼らの土地に入るのに、ゴミトラック１台の入場料として、100～500ペソを徴収している。

　ゴミ捨て場は実際には２つに分かれている。11haは、「レッサー・ダンプサイト（Lesser　Dumpsite）」と呼ばれ、Tommy　and　Sandra　Rovero-Cox　of　Meteor　Companyが所有している。これがルパンパンガコの近くのゴミ捨て場である。より大きい19haのゴミ捨て場はTOFEMI　Realtyのハリリ家の所有である。

　いくつかのゴミ収集会社が、パヤタスにゴミを棄てることを許可されている。このゴミ収集会社は、ケソン市、マニラ市、サンホアン市、マカテ市、そしてモンテンルパ市からのゴミを持ちこんでいる。この会社は、これらの市と同時に、多くのゴミを生み出すショッピングモール、病院、ホテル、そして分譲地などの大手企業とも多くの契約を結んでいる。

　パヤタスのゴミ収集会社で最も大きいものの一つが、レイナルド・パスギンの経営するREN運送という会社である。REN運送は、ケソン市のゴミ収集に関して独占的な契約を続けてきた.。この会社は、パヤタスのゴミ捨て場に、日に500～600往復ものゴミを搬入している。ケソン市の今年度のゴミ予算4..6億ペソの大部分が、このREN運送のみに渡っている。

　パヤタスのもう一つの大きなゴミ会社である、プソッグ・マカバヤン財団のチュック・マタイは、マタイ・ケソン市長の息子であると言われている。

　パヤタスのバランガイの役人たちも、ゴミ捨て場の運営によって金を儲けてきた。バランガイ議長のエミリタ・ペクソンが1999年1月にゴミ捨て場の管理人に指名されたとき、彼女はゴミ捨て場の上にジャンクショップを建てることを認めた。ジャンクショップの建設には、ラメサ・ダム地帯で切られた木を使っており、その点でも彼女は環境法に違反していると非難されている。ペクソンは、ゴミ捨て場にジャンクショップを建てるにあたって5,000ペソを課し、月の賃料として3,000ペソ徴収している。こんなに高い料金なのに、彼女はジャンクショップのオーナーに渡す公式の領収書には、ただ100ペソと書くだけである。
＜ゴミの山の崩壊＞
　ルパンパンガコで記録されている最初のゴミの山の崩壊事故は、1999年8月３日、ちょうど台風の真っ最中のことだった。この時は豚が死んだだけだったが、32世帯が住居を失った。

　被災した家族たちや支援者たち（カダマイのパヤタスの地方組織であるサマハン・トゥナイ）は、パヤタスへのゴミ投棄の中止を求めて、何度もケソン市役所でピケをはったり、抗議行動を繰り返した。マタイ市長とも会談したが、彼らの訴えは、新しい家をくれるようにという要求とともに、全く無視された。

　それから１年、ルパンパンガコの住民たちは、ゴミの投棄を直ちに中止するようにという訴えを強めてきたが、ケソン市当局は全く何もしてこなかった。そして、1年後のあの忌まわしい７月10日の朝、前年よりも数倍も大きいゴミの山の崩壊事故が起こった。500世帯以上が、愛する家族はもとより、彼らの家、生活の糧、財産を無くした。

　この惨事により、現在までに、234名の死亡が確認された。85人が行方不明になっており、今もゴミの下に埋まっていると思われる。捜索活動は７月22日で終わってしまった。それ以後に発見された約63名の遺体は、現在、エンパイア・ビュー・パークに安置されたままで、司法関係者やケソン市役所のメンバーらによって、未だに家族のもとに渡されていない。（市の役人たちによる身元確認の手続きが厳しく、彼らは、身元確認のために歯の治療記録を要求しているが、貧しくて高価な歯医者にも行けなかった被災者が多いのだ。）
　ルパンパンガコには、ⅠからⅣまでの４つのフェイスがある。フェイスⅡのみが今回の惨事の被害を受けた。フェイスⅡは、21の地区（これは一般にはプロックと言われる）に分かれているが、そのうち５、６、７、８、９、10、17の７つのプロックが今回の惨事に襲われた。

　事故の数日後、パヤタスのゴミ捨て場の周りの、他のフェイスや他のプロックの住民たちの多くが、危険地帯だからということで立ち退かされた。役人たちは、きつい雨が続いているので、新たなゴミ山の崩壊の恐れがあると脅かした。

＜避難所と再定住地＞
　事故直後、500世帯2000人以上が、近くのルパンパンガコ小学校に避難した。40人の子どもたちが使っていた一つの教室に、40から60世帯が詰めこまれた。

　再度のゴミの山の崩壊の恐れがあるため、より多くの家族が避難しなければならなくなったので、多くの家族はフェイスⅣの闘鶏場にある教会や、グループⅢにある空いた学校に避難した。ルパンパンガコ小学校に避難した人々も、数百世帯に膨れ上がった。

　避難所での拘束された環境は、特に子どもたちの間に、風邪や咳などの呼吸器系の病気を引き起こしている。７月２３日には、４歳の子どもが気管支肺炎の合併症のために、グループⅢの避難所で死亡した。

　避難民たちは、また、救援物資の支給についても不満を述べている。彼らは、数日間は、米、麺類、いわしの缶詰などしか食べるものがなかったという。彼らは、支援には感謝するが、避難所を運営している役人たちは、彼らに十分な食料がまわるよう配慮すべきであるという。

　数週間の間、ルパンパンガコ小学校では、授業が行われなかった。ルパンパンガコ小学校や他の避難所での過密状態は、７月19日に、19世帯が最初の一団として、リサール州のロドリゲスにある、エラップ・シティ＝カシグラハン・ビレッジⅠに移転してやっと解消に向かった。

　8月には、全ての避難民たちは、ルパンパンガコを離れ、グループⅢのモラブのバスケットボールコートに移った。現在ではモラブのバスケットボールコートには避難民はいなくなったが、グループⅢにはほんの少しの家族だけが残っている。ほとんどは、リサール州のエラップ・シティ／カシグラハン・ビレッジⅠに移転している。

　すでに約400世帯がカシグラハン・ビレッジに移転した。この地名は、｢至福｣という意味である。しかし皮肉にも、この場所は被災者にとって天国ではなかった。彼らに与えられた住宅は未完成で、貧弱な造りであり、電気や水道のような基礎的な施設が不足していた。また、蚊が特に多く、そして地震に弱い活断層の上に位置していた。清潔で安全な飲み水、学校、診療所、市場、教会などもない。被災者たちが、再定住地の中で、仕事や生計の道を見つけることは難しい。さらに大変なことに、被災者たちは住宅の賃料を払わなければならず、連続３ケ月間、支払いができないと、追いたてられるのだ。

＜誰が罰せられるべきか＞
　明らかにケソン市の役人たち、特にマタイ市長、バランガイ・パヤタスの議長のエミリタ・ペクソン、マニラ首都圏開発庁（MMDA）のビナイ長官、そしてマニラ首都圏ゴミ問題委員会代表のロベルト・アベンタジャド大統領顧問らは、この悲劇に対して大きな責任を持っている。

　彼らは、マニラ首都圏のゴミ問題について、またパヤタスのゴミ捨て場の閉鎖に関する大統領命令の実行について、明らかにその責任を果してこなかった。そのことは、大衆の利益を侵害し、そして無関係な何百人もの男女、子どもたちの死を招く結果となったのである。

　さらにひどいことには、これらの役人たち、特にマタイ市長は、今回の悲劇的な事故は、まずしい住民たち自身に責任があるのだと主張している。彼らは、住民たちが50フィートもの高さのゴミの山の危険性にもかかわらず、ルパンパンガコを離れることを拒否し続けたと非難した。

　しかし、住民たちはこのような巨大なゴミ捨て場になる前から住みはじめたのであり、閉鎖すべきはゴミ捨て場だということが明らかになって、彼らの主張の欺瞞性が明らかになると、彼らは世間一般を批判し始めた。“環境保護主義者”と声をあわせて、市民たちがこんなにも大量のゴミを発生させ、無責任な方法で投棄したのだから、皆が責任があると言うのだ。

　しかしこのような酷い主張がまた通用しなくなると、彼らは、お互いに非難しはじめた。
＜エストラーダ大統領の責任＞
　ルパンパンガコを襲った今回の惨事によって、パヤタスは、政府の役人たちの無責任、無能力を明らかにし、この国の多くの人々が直面している貧困、不正義、そして退廃などを明らかにしてきた。そしてまた、エストラーダ政権の、全国の2000万人以上もの都市貧民の窮状に対する無感覚、無責任さを明らかにしてきた。
　日々、巨額の金がポークバレル（政治家個人に配分される予算）、汚職、贈賄、外国からの借金、ミンダナオや他の地区での全面的な内戦などによって費やされているのに、政府は人々の窮状を解決するためには実際には何もしてこなかった。

　エストラーダ政権は、貧しい人々の側にたっているというふりをしてきた。しかし彼らがしてきたことは、石油価格の高騰、増税、低賃金、大量の失業者、政治上の抑圧などによって貧しい人々をさらに苦しめてきたのである。

　現在の政権は、多国籍企業や、タン、コファンコ、マルコスのような大地主、大企業のための政権である。エストラーダ政権のもとでは、金持ちだけがますます金持ちになり、貧乏人は、死んでしまうのでなければ、ますます貧乏になるような構造になっている。

　今回のパヤタスの犠牲者たちは、この政権、この不正義の構造のもとでは、正義を期待することは出来ないのは明白である。彼らは、自らを組織化し、正義と彼らの権利のために果敢に闘わなければならない。彼らはまた、同じような問題に悩んでいる全国の多くの貧しい人々と連帯しなければならない。その時に初めて、正義が、彼らだけにではなく、全国の貧困に悩む多くの人々のものになるであろう。
＜正義のための闘い＞

　今回のパヤタスの惨事の多くの犠牲者たちは、現在、「J10PVO（July　10　Payatas　Victims　Organization）7月10日パヤタス被災者組織」に組織されている。このJ10PVOは同時にダマヤンとも呼ばれているが、去年の８月の最初のゴミの山の崩壊の犠牲者たちも含まれている。
　現在、J10PVOには200人以上のメンバーがいる。惨事の生存者、愛する家族を亡くした者、家や財産を無くした者などがいる。
　J10PVOはまた、都市貧民の全国組織であるカダマイの支援によって組織された。それ自体、カダマイの構成メンバーでもある。Public　Interest　Law　Center（PILC）のロメオ・カプロン弁護士が法律顧問である。
　J10PVOは、医療、歯科サービス、心理相談、教育、法律相談、文化活動、そして若者や女性のための活動を行っている。
　J10PVOは、まず、今回のパヤタスの惨事の全ての犠牲者のために、正義を求めている。このことは、犠牲者たちへの救援と社会復帰のための緊急物資の提供や、住宅、生計手段、そして社会的サービスの確保のための長期の闘いなどを含んでいる。
　J10PVOの要求の詳細は次のとおりである。
① 今もゴミの山に埋まったままの80人以上の人々の捜索活動の再開と達成。
② 発見され、身元が確認された遺体を、ただちに家族のもとに返すこと。
③ 入院費、埋葬費の無料化。
④ パヤタスの中での無料の住宅。
⑤ 社会復帰と社会サービス（医療サービス、心理相談、無償の教育）。
⑥ 今回の惨事に、刑事責任、行政責任のある全ての役人、個人を法廷で裁くこと。
⑦ 全ての犠牲者に十分な生計手段を提供すること。
⑧ 全ての犠牲者への賠償。
⑨ パヤタスでの強制撤去を中止し、ただちにゴミ捨て場を閉鎖し撤去すること。パヤタスの地域社会の再建。
　これまでに犠牲者たちは、J10PVOをとおして、そしてカダマイとPILCの支援によって、ケソン市の予審法定（Regional　Trial　Court）に、今回の惨事に責任のある役人たちを訴えて民事訴訟を起こした。この裁判は８月１日に提訴され、裁判官は訴訟費用の1000万ペソを免除した。
　犠牲者たちは、また８月22日に、オンブズマン事務所に、同じ役人たちを訴えて刑事訴訟、行政訴訟を起こした。
　パヤタスの犠牲者たちの窮状につけいって金を稼ごうとする、都市貧民の味方と称するグループがいるのは残念なことである。これらの小グループは政府の役人たちによって犠牲者たちの間に陰謀をはかるために利用されている。彼らの目的は、J10PVOの仲間たちを分裂させ、正義のための闘いの力を弱めることである。
＜終りに＞
　パヤタスの悲劇はまだ終わっていない。我々は、犠牲者たちが彼らの生活を再建できるように、哀しみが終わることを望んでいるのだが、この悲劇が人々の記憶から消えることは望んでいない。同じような悲劇を繰り返さないためにも、この悲しい出来事を常に思い出す必要がある。
　そして、大きく広がった貧困のより大きな悲劇は、日々、多くの都市貧民を、現在の政府によって、社会的、政治的、経済的問題のゴミの下に埋め続けている。
　現在、重要なことは、犠牲者たち、そして他の貧しい人々が、組織化と果敢な闘いによって、悲劇から立ち上がり、ルパンパンガコの将来について展望を持つことだ。正義は彼らに与えられるだろう。その時に初めて、今回の悲劇によってもたらされた苦痛は終わる。その時に初めて、パヤタスの悲劇は終わりを向かえる。
翻訳／北上田   毅
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